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版数 変更⽇時 変更⾴ 変更内容
第１版 令和６年１⽉15⽇ 全ページ 初版作成
第２版 令和６年１⽉22⽇ 全ページ ２校作成
第３版 令和６年１⽉25⽇ 全ページ ３校作成
第４版 令和６年2⽉13⽇ 全ページ ４校作成

成果報告書の改変を⾏った場合、以下の表に「版数」「変更⽇時」「変更⾴」「変更内容」
を記載してください。

改変履歴
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1.はじめに
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「事業者間・地域間におけるデータ連携等を通じた観光・地域経済活性化実証事業」に
おいて、推進する実施主体を⽰します。

実施主体

箱根温泉DX推進コンソーシアム

箱根町及び箱根の集客エリア

n 代表団体／企業

n 活動地域

n 活動概要・経歴

1.はじめに

コンソーシアム名

⼀般財団法⼈箱根町観光協会（箱根DMO）

⼀般財団法⼈箱根町観光協会は、平成 18 年 4 ⽉に箱根町観光協会と箱根町観光公社
が統合した財団法⼈箱根町観光協会が、平成 25 年 4 ⽉ 1 ⽇に⼀般財団に法⼈格を変更し
て設⽴しました。「観光地そのものを経営する」視点のもと、官⺠⼀体のALL箱根の構造で「観光
地-箱根」の拡⼤・発展を⽬指し、観光資源の磨き上げ、受⼊環境整備、情報発信・プロモーショ
ン等に取り組んでいます。



6

2.地域の魅⼒・特徴



2.地域の魅⼒・特徴
1. 箱根町

7

・年間約2,000万⼈の旅⾏者が訪れており、2,900億円の観光
消費を誇っています。

・⼈⼝集積地である神奈川県に位置し、東京や神奈川等⾸
都圏からの来訪割合が⾮常に⾼くなっています。

・多彩な観光コンテンツを有しており、旅⾏者の満⾜度の向上、
観光消費額、リピーターの増加に繋がっています。

箱根町は、富⼠箱根伊⾖国⽴公園に位置し、箱根神社や
箱根関所等の歴史史跡と⾵光明媚な芦ノ湖、そして“箱根⼭”
⽕⼭として17の温泉が集まる温泉リゾート地となっており、思い
思いの楽しみ⽅で満喫いただけます。

魅⼒

特徴

取組エリア
箱根町
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3.実証事業
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3.実証事業
1.⽬指す姿

⽬指す姿
旅⾏者にとって必要不可⽋な情報の提供による「旅マエ・旅ナカにおける快適な周
遊」を実現することで、旅⾏者の満⾜度を向上し、観光消費を維持向上を⽬指し
ます。

⽅向性1

⽅向性2

⽅向性3

交通渋滞や⽕⼭防災等固有の課題に向き合い、多彩な観光
コンテンツを活⽤した周遊性の向上を図ります。

公共交通の世界標準フォーマットと連携しやすく、観光施設の
多⾔語化も容易に対応できるGoogle機能を活⽤し、情報発
信を進めます。

これまでの箱根DMOのマーケティングや観光DXへの取り組みを持
続・集約し、これらの観光情報のオープン化により、他の地域や業
種・業態ともつながり合える環境を提供することで、国内外に⽰す
「新たな観光地の在り⽅」を創出します。
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現状 課題

⽅向性１ 交通渋滞や⽕⼭防災等固有の課題に向き合い、多彩な観光コンテンツを活⽤した周
遊性の向上を図ります。

l 多彩な観光コンテンツや、周遊を促すインフラも
充実しているが、東京・神奈川の近郊から⾞で
の旅⾏者が多く、交通渋滞が慢性化していま
す。特に休⽇は通常と⽐較し10倍近い時間が
かかるルートも存在し、周遊性を妨げています。

l 夜間観光コンテンツやサステナブル観光コンテン
ツの開発等を実施してきたが、コロナの影響もあ
り観光消費拡⼤を志向しているKPI（旅⾏⽬
的）が伸びていません。

l 観光コンテンツの情報提供における課題、交通
渋滞の慢性化等の要因から、周遊性を上げら
れていません。国や県の事業も活⽤しながら、
渋滞緩和に対して、詳細な分析と実証を⾏い、
課題解決に向けて段階的に取り組んでいます。

3.実証事業
2.現状・課題・実証内容

l 交通渋滞という課題に対しては、国や県の事
業も活⽤しながら、詳細な分析と実証を⾏い、
課題解決に向けて段階的に取り組んでいるも
のの、⼤きな成果には⾄っておらず、混雑緩和
に向けて更なる取組みが求められています。

l 旅⾏者の滞在時間を延ばし、観光消費の増
加に繋げるための新たな観光コンテンツ開発や、
既存コンテンツの組み合わせができておらず、PR
が不⼗分となっています。今後、効果的にPRし、
周遊性を向上させながら旅⾏⽬的数を増やし
ていくことが必要です。



実証1
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3.実証事業

渋滞予測・駐⾞場の満空情報、飲⾷店の混雑等交通や観光状況の可視化による交通の分散化と、周
遊コンテンツ・ダイナミッククーポン・ツアーのマッチングによる周遊性向上を⽬指します。渋滞状況、店舗等の
データと、季節、時間帯、現在地等の旅ナカの状況と⾃動的にマッチングし、適切な周遊ルート、観光資源を
表⽰・推奨する⽇本に今までにないデジタルマップの構築を⾏います。

箱根観光デジタルマップの構築

2.現状・課題・実証内容

交通機関状況や
おすすめ周遊ルート
等の様々な情報を
連携させ、重ね合わ
せて可視化すること
で、利⽤者の効率
的な周遊を促し、交
通渋滞の緩和に繋
げます。



実証1
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3.実証事業

箱根観光デジタルマップの構築

2.現状・課題・実証内容

〇交通機関の状況可視化
タクシー乗り場の待ち⼈数を可

視化し、代替⼿段への変更等、
計画的な周遊を促し、顧客満⾜
度向上と周遊時間の確保を⽬
指します。強羅駅と箱根湯本駅2
か所を対象とします。

デジタルマップの構築にあたっては以下の内容を含みます。

〇渋滞情報の可視化
箱根⼭内の道路にAIカメラを

設置し、交通量や⾞種等の情報
を取得。渋滞予測情報を提供す
ることで交通渋滞の偏りを分散さ
せ、周遊性を向上させる取り組み
を⾏います。

〇飲⾷店混雑状況の可視化
デジタルマップからオンラインで予

約受付ができる仕組みを構築し、
待ち時間を有効活⽤できるように
することで、観光消費が向上する
環境を整えます。

〇観光周遊ルート・マップの提供
様々な周遊促進ルートを提供

し、多様なニーズに対して効果的
に情報を提供できる環境を整え
ます。また、ガイドの独⾃ツアーを
予約販売できる環境を構築しま
す。

〇デジタルクーポンの提供
混雑情報と組み合わせて利⽤

可能な時間帯に事業者のクーポ
ンを表⽰させ、⼈流や交通の平
準化をしつつ、箱根町全体の観
光消費向上を⽬指します。

〇駐⾞場の満空情報の可視化
駐⾞場の満空情報を旅⾏者

に予め知らせることで、駐⾞場待
ち渋滞の発⽣を抑制します。現在
タイムズ24が管理している7つの駐
⾞場に加え、新たに9つの駐⾞場
で調整します。
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現状 課題

⽅向性２ 公共交通の世界標準フォーマットと連携しやすく、観光施設の多⾔語化も容易に対応
できるGoogle機能を活⽤し、情報発信を進めます。

l 旅⾏周遊情報のオンライン化や交通インフラの
進化（LCCや⾼速道路の新規開通等）によ
り、⽇光・軽井沢・草津等、⾸都圏周辺の競
合観光地との競争が激化し、箱根町への来訪
率が下がっています。

l 外国⼈の来訪数は⼀定程度増加が⾒込まれ
るものの、⾸都圏旅⾏者の来訪割合の減少が
想定されるため、2030年は2017年⽐で約
５％の観光消費額の減少が予測されています。

3.実証事業
2.現状・課題・実証内容

l バスの混雑や乗り換えの分かりにくさが訪⽇外
国⼈にとって周遊のストレスになっており、様々
な国籍の⼈に対して、交通情報や観光情報を
分かりやすく伝えることできていません。

l 各地点の現在・将来の混雑状況広く情報発
信することで、旅⾏者⾃⾝が周遊ルートや滞在
時間をコントロールし、「主体的な⾏動変容」を
促進するための基盤整備ができていません。

l これまでの取組みとして、⼣⽅以降に使えるクー
ポン等のプッシュ型情報配信を活⽤した⾏動
変容実証を⾏いましたが、クーポンの利⽤は低
調でした。有⽤な情報発信⼿段が不⾜してい
ます。
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3.実証事業

訪⽇外国⼈向けには、すでに利⽤者が多いGoogle Mapのサービスをより充実させることで、周遊時の交
通情報や、観光コンテンツの情報をストレスなく検索できる環境を整えます。

2.現状・課題・実証内容

実証2 Google Map機能の最⼤限の活⽤

〇GTFSフォーマット対応
箱根登⼭バス（⼩⽥急箱根グループ）と伊⾖箱

根バスの交通データを標準化（GTFS
Static/Realtime）し、より精度の⾼い箱根⼭内の
交通情報をGoogle Mapおよび、デジタルマップ上へ
の展開を検討します。対象の交通事業者およびバス
停・バス路線は、箱根登⼭バス・伊⾖箱根バス（バ
ス停数：180、路線数19）です。

※両社とも既にGTFSを活⽤しており、本事業におい
てはGTFS Staticのオープンデータ化を実施します。
GTFS Realtimeについては、次年度以降の実装を
⽬指し、システムの検討・設計を⾏っていきます。

〇Googleビジネスプロフィール対応
店舗や観光スポットのGoogleビジネスプロ

フィール情報の精査・登録をしていくことで、だれで
も観光のスポットを探しやすく、また訪れやすい環
境を整えます。

箱根には約400店の飲⾷店があり、約4割の
飲⾷店ではGoogleビジネスプロフィールに登録が
されていると想定されます。本事業では、未管理
となっている飲⾷店に対して、管理・登録の啓発、
および登録⽀援を⾏い、全体の６割の飲⾷店が
登録されている状況を⽬指します。
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現状 課題

⽅向性３
これまでの箱根DMOのマーケティングや観光DXへの取り組みを持続・集約し、これらの観
光情報のオープン化により、他の地域や業種・業態ともつながり合える環境を提供するこ
とで、国内外に⽰す「新たな観光地の在り⽅」を創出します。

l 2018年の箱根DMO発⾜以来、箱根のほぼす
べてのステークホルダーと連携し、旅⾏者のアン
ケート⾃動収集、⾸都圏等アンケート調査、ビッ
グデータ等を踏まえたニーズ分析を⾏い、旅⾏者
の嗜好や要望を把握したマーケティングを⾏って
います。

3.実証事業
2.現状・課題・実証内容

l 箱根は、TOP観光地として、国の観光⽴国施
策やSDGs施策に準拠し、観光DXを積極的に
推進し、国内外の観光地をリードする存在への
成⻑が求められます。

l 本事業全体の継続性向上、マネタイズのため
に、箱根DMO以外の様々な業種・業態のプレ
イヤーが箱根のデータを活⽤し、新たな地域・新
たなサービスと有機的に連携できる環境の構築
が必要です。
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3.実証事業

これまで蓄積してきたデータに加え、今回の事業で取得するデータを部分的にオープン化します。これにより、
様々な業種・業態のプレイヤーが箱根のデータを活⽤することで、新たな地域・新たなサービスと有機的に連携
できる環境を構築します。また、将来的にはマネタイズをしていくことで、事業全体の継続性を向上させます。

なお、今回の事業では新たにデータの蓄積や活⽤を⾏いますが、取り組みの位置づけは以下の通りです。

2.現状・課題・実証内容

実証3 データのオープン化
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3.実証事業
2.現状・課題・実証内容

実証3 データのオープン化

〇観光統合データベースのオープン化
今年度はデータの蓄積とオープン化するAPIの開

発までとなるが、今後活⽤促進のために、本事業
全体の継続性も考え、マネタイズも含めたアクショ
ンが重要です。したがって、以下のような組織、運
⽤を⾏うことを検討します。

■新オンラインサービスの創出・地域間連携
様々な事業者にもデータを活⽤いただき、新たな
ビジネスを箱根で展開してもらう基礎データとします。
年間約2,000万⼈が訪れる箱根の観光データは、
他地域でも⾼い利⽤価値があると考えられ、今後
はこれらのデータを活⽤して頂くことで、広範囲でダ
イナミックな周遊観光の促進とマネタイズを進める
ことを検討します。

〇マネタイズモデルの構築
観光統合データベースを、デジタルマップでの活⽤

に加えて、広域連携や新サービスへの提供等を展
開することでマネタイズモデルを構築し、来年度以
降の事業継続性の基礎としています。

＜想定しているマネタイズポイント＞
✓デジタルクーポン（デジタルマップ）
✓周遊ツアー（デジタルマップ）
✓広域連携・新たなクラウドサービスへの提供



交通状況や観光状況の可視化による
交通の分散化と、旅ナカの状況に応じ
て適切な周遊ルート、観光資源を⾃動
で表⽰・推奨するデジタルマップを構築
します。
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観光デジタルマップ
（WEBサイト）の利⽤者数

11,650⼈/⽉の利⽤者

実証内容

箱根観光デジタルマップの構築

⽬標

KGI

概要 ⾴

実証1
P.27

訪⽇外国⼈向けに、すでに利⽤の多い
Googleサービスを充実させることで、周
遊時の交通や観光コンテンツの情報を
ストレスなく検索できる環境を整えます。

Googleビジネスプロフィール
の登録事業者数（飲⾷店）

全体の６割程度（110件/191
件）の登録

Google Map機能の
最⼤限の活⽤

実証2
P.30

これまでの蓄積データに加え、本事業で
取得するデータを部分的にオープン化す
ることで、様々なプレイヤーがデータを活
⽤して、新たな地域・サービスと連携で
きる環境を構築します。

オープンデータを活⽤した新たな
サービスを箱根内だけでなく幅広
い業種・地域でも連携してDXを
推進する。

データのオープン化

実証3
P.32

ゴール

⽬標値

KPI

3.実証事業
3.⽬標設定

旅マエ、旅ナカの情報発信による⾏動変容数 233回/⽉
※デジタルマップ上での利⽤者のアクション数

旅⾏者の趣向性、属性に合ったコンテンツ、混雑・渋滞の予測やリアルタイム情報等の情報を
旅マエ・旅ナカに提供し、「快適な周遊」を実現することで、旅⾏者の満⾜度の向上と観光消費
の維持向上を図ります。
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4 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営

l システム構成l コンセプト・機能概要

※URL：https://map-hakone.staynavi.direct/

〇コンセプト
取得したデータから混雑状況を可視化し、⼈流

の流動性を作り、オススメ周遊ルートやデジタル
クーポンの発出で周遊性を⾼める。
〇機能

n システム開発

3.実証事業

項⽬ 内容
基本情報 飲⾷スポット

（⼀部、店舗の混雑状況、オンライン予約）
観光スポット
買い物スポット
アクティビティやガイドツアー

おすすめ情報 オススメ周遊ルート、オススメ観光スポット、デジ
タルクーポン

交通・移動
情報

タクシー待ち確認
公共交通機関の運⾏状況
渋滞予測情報
駐⾞場混雑状況（満空情報）
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4.実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
l システム構成

3.実証事業

※URL : https://map-hakone.staynavi.direct/

マップに表⽰するリアルタイムデータは、様々な事業者と連携することで実現しています。これらのバラバラなデータをDMO側で箱
根観光統合データベースとして集約し、マップとデータ連携することで、多くの事業者との合意形成とシステムの連携を両⽴させる
ことができました。
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n システム開発
l UI/UX

MAP管理（DMO向け）
事業者連携の設定から、DMOのおすすめする店舗
やルート、交通規制までを⼀元管理ができます。

4.実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

箱根観光デジタルマップ（旅⾏者向け）
観光スポットは、箱根DMOの課題でもある夜の観
光コンテンツや、今⽇これから体験できるアクティビ
ティ等を閲覧することが出来ます。
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n システム開発
l UI/UX

4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

ホ
┃
ム
画
⾯

T
O
P
ぺ
┃
ジ

おすすめルート

ガイドツアー

アクティビティ

レストラン

交通

買い物

温泉満喫旅
⼥⼦旅 ペットとお出かけ旅

⾞いすで巡る箱根⼀周旅七福神めぐり旅
⾬の箱根旅 ツーリング旅

おすすめスポット
夜の飲み屋スポット

家族で楽しめるスポット⾞いすで巡る箱根スポット
⽇帰り温泉スポット アート堪能スポット

和⾷ 洋⾷・⻄洋料理 ラーメン・中華
カフェ・スイーツ 居酒屋・バー スナック レストラン

路線バス タクシー乗り場 駐⾞場

観光

クーポン

具
体
的
な
ル
┃
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
・
ツ
ア
┃
等

デジタルマップのTOPページから項⽬をユーザーが選択し知りたい情報を絞り込むことで、利⽤者が求める
具体的なルート・スポット・ツアー等の提供を⾏うことができ、項⽬別の⾊分けやターゲットを絞った項⽬に
することで利⽤者にとって分かりやすい画⾯設計としました。
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n システム開発
l UI/UX
渋滞予測
箱根で渋滞が発⽣しやすい路線については、現在
〜8時間後までの渋滞予測を表⽰します。
これにより、旅⾏者は渋滞の状態を⾒ながら⾃分の
観光ルートを検討することができます。

4.実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

交通関連の情報提供
バスはGTFS-JP、GTFSリアルタイムを⼀部開発・連
携し、時刻表に加えて遅延情報も表⽰が可能にな
りました。ほかにもタクシー乗り場の待ち情報や⼀部
駐⾞場の満空情報、交通規制情報等が表⽰可
能です。
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n プロモーションとデータ確認
4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

認知度向上
より多くの⼈に取り組みを知っていただくため、各社
メディアへのリリースを実施。

現地利⽤促進
箱根の来訪客の⽬に留まるように、箱根観光のポー
タルサイトや、宿泊施設へPOPを設置しました。

利⽤状況の確認
デジタルマップの利⽤状況はLooker Studioで
常に最新状況を確認しています。
利⽤経路や使われているコンテンツを確認し、よ
り良いマップへと⽇々検討を重ねていきます。

左：産経新聞
中：カナロコ
右：タウンニュース

箱根ナビ

箱根全⼭
施設POP

箱根DMOの公式HP「箱根全⼭」からの流⼊が
最も多く、次いで現地に設置したQRコード経由
のアクセスが多い。今後はさらに施設への設置を
増やすことで利⽤者増が⾒込んでいます。
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・スポット情報
・公共交通機関情報
・旅⾏者の⾏動変容を促す情報
（スポット情報、交通状況、渋
滞情報、飲⾷店混雑状況、周
遊ルート、デジタルクーポン）

活
⽤

4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

データの分析・活⽤デジタルマップの構築

旅⾏者デジタルマップ

AIカメラ

データの蓄積・統合

飲⾷店の待ち
※リアルタイム

駐⾞場の空き台数
タクシー待ち状況
※リアルタイム

町内４か所

管理運営

過去蓄積したデータ
・宿泊データ
・⼈流予測情報
・アンケートデータ

飲⾷事業者 交通事業者

蓄
積

収
集

DMO

公開API 事業者

データのオープン化デジタルマップ上の⾏動情報

交通量データ

・道路の渋滞予測情報
・タクシー乗り場
・⽉別の宿泊、⽇帰り
⼊込旅⾏者数

※15事業者 バス事業者×２
タクシー乗り場×２
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収集

モニタリング 活⽤

蓄積
●箱根登⼭バス、伊⾖箱根バスのデータを
GTFS化し、箱根登⼭はジョルダン、伊⾖箱根
バスはODPTにデータを蓄積
●API、スクレイピングを通してデータを取得し、
観光統合データベースに蓄積
●DMO担当者が管理画⾯からデータを⼊⼒
し、観光統合データベースに蓄積

旅⾏者が周遊を⾼めるために下記のコンテン
ツ・サービスを利⽤可能。
●渋滞状況の可視化
●飲⾷店の待ち情報や予約導線の確認
●クーポンの利⽤
●オススメルート・ツアー・アクティビティの確認
●公共交通（バス・鉄道等）の状況確認
●交通規制の確認
●タクシー待ちの確認

●バス等公共交通データ
●渋滞予測データ
●タクシー待ち・待機データ
●駐⾞場満空データ
●飲⾷店データ（予約可能店舗・順番待ち可
能店舗）
●アクティビティ・ツアーデータ
●周遊ルート、おすすめスポット等

4.実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営

データ活⽤の
流れ

3.実証事業

デジタルマップ閲覧分析データ（GA4）を
Looker Studioで⼀元的に分析ができるように
し、 DMO担当者下記の情報を確認。
● 閲覧数（閲覧経路）
● ⼈気のあるコンテンツ
● KPIの確認



観光デジタルマップ
（WEBサイト）の利⽤者数

11,650⼈/⽉の利⽤者
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n 結果

n ⽬標

11⽉時点 1,929⼈
12⽉時点 6,985⼈
  1⽉時点 8,751⼈

n 実証1のまとめ
• 地域内の事業者に協⼒を呼びかけ、各種データの収集・統合を⾏うことができました。
• 箱根観光デジタルマップの構築について各種媒体での情報発信を⾏い、デジタルマップの利⽤
促進ができました。

• 結果、約300⼈の⾏動変容を起こすことに繋がりました。今後更に利⽤者を増やし、観光消費
の拡⼤、周遊性の向上、渋滞緩和を推進します。

• 宿泊・観光・交通の各事業者が、マップリリース後、周遊性向上・渋滞緩和の⼀⼤プラット
フォームと改めて認識しており、引き続き協働して、マップの充実を図っていきます。

4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

項⽬ 実績

Airウェイト登録数 39施設

デジタルクーポン登録数 2施設

周遊コンテンツルート数 ７ルート

ガイドツアー登録数 １ツアー

デジタルマップの旅ナカ
情報発信施設数

80施設

駐⾞場管理場所数 ５

▽協⼒事業者▽神奈川新聞（12/8）
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4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

▽デジタルマップ週別利⽤者数の推移

1,673 1,729

2,730

1,479
1,668 1,543 1,577

1,912
2,063 2,070 2,114

2,867

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500
(人)

11⽉6⽇以降のリリース後、町内事
業者への普及啓発、町内webサイ
トの発信(約3割)、各施設での旅⾏
者へのチラシ(約2割)等を通じた直
接発信等により、デジタルマップの利
⽤者を増加させることができました。

※11⽉20⽇の週については、⼤⼿
新聞社で取り上げられ、利⽤者
数が多くなっています。

直接アクセス, 
32.9%

箱根DMO及び地

域サイト, 31.1%

地域配布チラシ, 
22.3%

google, 
8.9%

その他, 4.8%

▽デジタルマップ利⽤者アクセス元



n 振り返り１
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箱根観光デジタルマップの構築
にあたって、Airウェイト登録、デジ
タルクーポン登録等、地域内事
業者への声掛けを⾏いデータを
収集します。

項⽬

データの収集・分析の

狙いと主な活動評価 結果

事業者への登録⽅法のサポート等、
丁寧に協⼒依頼を⾏うことで、事
業者登録にあたっての⽬標数値ま
でデータを収集することができた。

4. 実証1：箱根観光デジタルマップの構築・運営
3.実証事業

⼯夫点、苦労した点
・2015年の⼤涌⾕の⽕⼭活動の事象、2019年の台⾵被害等を経て、観光、宿泊、交通、⾃治体（国、県、
町）、県警等の多様な事業者・団体がDMOを中⼼として、箱根DMO戦略推進委員会、箱根町観光交通
総合対策協議会等を通じて、ALL箱根で防災（荒天・⽕⼭等の有事の情報の⼀元化、役割分担、発災場
所・時間等による対応等）や観光まちづくり、オーバーツーリズムに取り組むようになっており、本マップ⽴ち上げ
においても、事業開始前、開始後の会議体や個別協議を重ね、円滑な合意形成による、データの収集を着実
に⾏うことができました。

・DMO内部にIT専⾨家が在籍しており、 5年以上、箱根の観光課題をマーケティング分析、BtoB向けの分析サー
ビスの展開等に、取り組んできました。また、外部IT企業や交通関係事業者と町が協定を結び、オーバーツーリ
ズム等の観光まちづくりに過年度より取り組んでおり、本年度はそれらの取組を発展させ、BtoCのプラットフォー
ムを⽴ち上げることができました。

・実際のデータの収集にあたっては、各事業者との対話のもと、異なる形式のデータを⼀つにまとめる作業を、外部
ベンダーに任せるのではなく、DMOスタッフやDMO内のIT専⾨家が、どのデータを収集すべきか選択しながら、
丁寧に実施しました。



■ 振り返り２
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各種収集データを統合、仕様設
計を⾏い、11⽉初旬のプレリリー
ス12⽉〜１⽉の本番リリースに
向けてデジタルマップの構築を⾏
います。

仕様設計・開発実施

当初、データのシステム連携に想定
よりも時間が掛かったが、段階的な
リリース
（11/6,12/11,12/25,1/31）を⾏う
ことで、マップの構築を⾏いました。

より多くの⼈に箱根観光デジタル
マップの利⽤促進を図るため、地
域内外の関係者を連携し、普
及啓発を⾏います。

デジタルマップの
普及啓発

10名のインフルエンサーによるSNS投
稿やSNSの広告発信の他、新聞記
者やテレビ局等へのリリース、町内
事業者と連携し、約60の事業者で
チラシ・バナーの設置を実施し、普及
啓発に寄与しました。

⼯夫点、苦労した点
・⾃治体や地域ALLのシステム、webサイトは、⼀般的に１回だけのリリースが多いですが、本マップは多様な機能

を有し、情報量も多いため、段階的にリリースしました。利⽤者の反応や使い勝⼿をチェックし、都度、改善を⾏
うことができ、マップのUI/UXを向上させることができました。

・将来的には平時だけでなく、有事にも活⽤できるマップに発展するために、観光周遊や渋滞緩和だけでなく、交
通事業者等と協議し、防災に関する情報も搭載しました。箱根DMO防災プロジェクトにて、デジタルマップの防
災時の活⽤の検討を開始しました。

・宿泊・観光・交通の各事業者が、マップリリース後、周遊性向上・渋滞緩和の⼀⼤プラットフォームと改めて認識
しており、各事業者の従業員が旅⾏者案内等に活⽤し始めています。

・新聞を中⼼に各メディアに取り上げられ、関⼼の⾼さがうかがえました。マップの機能拡張、普及啓発を続け、利
⽤者の拡⼤、満⾜度を⾼め、周遊性向上・渋滞緩和に⼀層つなげていきます。
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5. 実証2： Googleマップ機能の最⼤限の活⽤

l システム構成l コンセプト・機能概要

国内外において、最も利⽤者の多いGoogleマップをより便利に箱根内ご利⽤いただけるよ
う、施設情報と交通（バス）情報の充実化を図りました。

n システム開発

3.実証事業

＜店舗＞
Googleマップに掲載されていない店舗の
Googleビジネスプロフィールへの登録、お
よび登録済み店舗の情報更新等、
Googleビジネスプロフィールの使い⽅のレ
クチャーを通し、事業内で充実化を図り
ました。

＜交通（バス）＞
Googleマップで時刻表や乗り換え案内
をより便利に使えるようバスデータのGTFS
化を⾏いました。
伊⾖箱根バスはリアルタイムにも対応。
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n システム開発
l UI/UX

解説
飲⾷店・店舗の正しい情報（場所、開店時間、メニュー等）を外国⼈も含め、発信するために、
多⾔語に対応しているGoogleビジネスの登録を域内の事業者に推進し、デジタルマップとも連携
し、表⽰できるようにした。

3.実証事業
5.実証2： Google Map機能の最⼤限の活⽤



Googleビジネスプロフィール
の登録事業者数（飲⾷店）
全体の６割程度の登録
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n 結果

n ⽬標

n 実証2のまとめ
• Googleビジネスプロフィールの登録についてセミナー開催や未登録事業者への電話連絡、マ
ニュアル作成等で新たに５事業者の登録を⾏いましたが、事業者の⾼齢化等が要因となり
⽬標値には届きませんでした。

• 既にGTFSを活⽤している箱根登⼭バス及び伊⾖箱根バスについて、交通データをオープンし、
Googleマップ及びデジタルマップにて公開を⾏いました。

5. 実証2： Google Map機能の最⼤限の活⽤
3.実証事業

箱根DMO・商⼯会議所会員等飲⾷事業者全191事業者
（10⽉時点）ビジネス登録未⇒６事業者

オーナー登録済⇒86事業者、未⇒99事業者
（12⽉時点）ビジネス登録未⇒６事業者

オーナー登録済⇒91事業者、未⇒94事業者
〇全体の48％の登録（10⽉時点より5事業者増、5事業者
以上、内容更新）

▽Googleビジネスプロフィールセミナー
（10/2） 8事業者9名参加



n 振り返り
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実証2の振り返りを⽰します。

すでに利⽤の多いGoogleサービ
スを充実させるため、箱根町内の
飲⾷店事業者を対象に６割程
度の登録を⽬指し、Googleビジ
ネスプロフィールのオーナー登録を
促します。

項⽬

Googleビジネスプロ
フィールのオーナー登録の

促進

狙いと主な活動評価 結果

セミナー開催や未登録事業者への
電話連絡、マニュアル作成等で新
たに５事業者の登録を⾏いました
が、事業者の⾼齢化等が要因とな
り⽬標の６割には届きませんでした。

箱根登⼭バスと伊⾖箱根バスの
交通データを標準化し、より精度
の⾼い箱根⼭内の交通情報を
Google Mapおよびデジタルマッ
プ上への展開を検討します。

GTFSの活⽤

既にGTFSを活⽤している箱根登⼭
バス、及び新たに活⽤する伊⾖箱
根バスについて、GTFS Staticをオー
プンデータ化し、9⽉にデジタルマップ
との連携、12⽉に公開を⾏いました。

5. 実証2： Google Map機能の最⼤限の活⽤
3.実証事業

△

⼯夫点、苦労した点
・箱根には２社の交通事業者がおり、GTFSデータの収集にあたっては、活⽤状況、ベンダーが異なっており、ヒアリン

グ、協議を重ね、サイト利⽤者が同様な情報として受け取れるように、その収集⽅法を決定しました。
・⼀部の飲⾷事業者は⾼齢化が進んでおり、後継者がいない事業者のGoogleビジネスプロフィールの登録はあまり
進みませんでした。対象を絞り直し、着実にフォローし、少しずつ登録を進めました。
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5.実証3：データのオープン化

l システム構成l コンセプト・機能概要

今回の実証で新たに蓄積した交通系データに加え、これまで箱根DMOで蓄積してきた観光
関連データについても⼀部オープン化を⾏います。他地域とのデータ連携や、箱根内事業者
や旅⾏者向けの新たなサービスへの組み込みができるようAPIで公開を⾏いました。

n システム開発

3.実証事業

＜データ連携＞
箱根DMOの観光デジタルマップに加え、
すでに運⽤中の観光診断書(現地即時アン
ケート、年１回の消費動向調査等による観光動態マーケティ
ング分析)のデータをインターネットからアクセ
スできるようインフラ環境を構築しました。

＜データの利⽤＞
利⽤者は箱根ＤＭＯと契約し、アクセ
ス権を適切に取得することで、Http API
経由で箱根のリアルタイムデータにアクセ
スすることができるようになります。
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n システム開発
l インターフェース

各APIへの共通認証プラットフォームと、REST API環境を構築。
箱根DMO観光統合データベースのデータにアクセスできるエンドポイントを作成しました。

3.実証事業
5.実証3：データのオープン化

データ取得の際は、セキュリティで保護された接続でアクセスできる上記のAPIエンドポイントを構
築。利⽤者は次ページ以降のデータフォーマットに応じたデータを送信することで、⽬的のデータを
取得することが可能です。

※エンドポイント
ウェブサービスと通信するための特定のURL。それを通じてデータや機能にアクセスができます。
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n システム開発

3.実証事業
5.実証3：データのオープン化

例）交通渋滞予測データAPI データレイアウト

■ルート別予測情報

リクエストのタイプに「routelist」
を設定すると、予め⽤意された
渋滞予測のポイント（ルート名と
緯度経度）データを取得するこ
とができます。

上記で取得した渋滞予測ポイン
トから、route_idを指定すると、
現在から８時間後までの渋滞
予測データを取得することができ
ます。

■ルート⼀覧取得



リアルタイムデータを活⽤
した、新たなサービスの開
発を通じて、箱根の旅⾏
者・事業者向けのサービス
創出を期待

管理運営

交通事業者

活
⽤

デ
ー
タ
追
加

収
集

今回の実証では、データの公開、情報発信まで⾏いました。
4.実証3：データのオープン化
3.実証事業

蓄
積

交通情報

DMO

ITベンダ

タクシー待ち
待機台数
駐⾞場満空情報
※リアルタイム
（5分に1回）

⾞両通⾏
渋滞予測
※リアルタイム

分
析

オープン化データ
の追加を検討

箱根観光統合データベース

利⽤者の声

宿泊・⽇帰り実績

宿泊、⽇帰り
⽉別実績データ

追加データ

⼤学・研究機関等

⾞両データを活⽤し
た、地域間の周遊
性分析を通じた観
光連携

地域連携

データを活⽤した
新たな研究等

※2023年度の実証ではデータの公開までを実施

今後オープンデータ
を拡⼤予定

Open API

バス事業者×２
タクシー乗り場×２
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収集

モニタリング 活⽤

蓄積
l 箱根観光統合データベースに蓄積
l OpenAPI環境を構築し、認証を得ることで

データへのアクセスが可能

今年度事業では、実際の利⽤までは未実施。
利⽤事業者(神奈川県BAK（ビジネスアクセラレータ
神奈川）等の活動)・⼤学等との調整中。
※下記は想定される利⽤範囲
l 渋滞予測データを活⽤した、販売予測システム
l ⾞両通⾏データを活⽤した地域間流動性分析シ

ステム
l 宿泊・⽇帰り実績を活⽤した⾼レベルなマーケティ

ング 等

より活⽤性を⾼める為、利⽤状況とヒアリングに
より、今後のさらなるオープン化するデータの検討
を⾏う。
l 利⽤状況のログ
l ヒアリング

l 渋滞予測データ
l ⾞両通⾏データ
l タクシー待ちデータ
l 宿泊旅⾏者来訪数（都道府県別・国別）
l ⽇帰り旅⾏者来訪数（国内・インバウンド別）

データ活⽤の
流れ

3.実証事業
5.実証3：データのオープン化



オープンデータを活⽤した新たなサービスを箱根
内だけでなく幅広い業種・地域でも連携してDX
を推進する。
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n 結果

n ⽬標

観光統合データについて、令和６年１⽉に公
開し、関⼼事業者が、検討を開始し、DX推進
につながる基盤ができました。関⼼を⽰した⼤学
やIT等企業を⽀援し、来年度の具体DXサービ
スの創出を促進します。

n 実証3のまとめ
• 観光統合データ（道路の渋滞予測情報、タクシー乗り場の確認、⽉別の宿泊・⽇帰り⼊
込旅⾏者数実績）について、オープン化しました。

• 神奈川県BAK（ビジネスアクセラレータ神奈川）、⼤学等が関⼼を⽰し、今後の活⽤を検
討しています。

5. 実証3：データのオープン化
3.実証事業

※プレスリリース抜粋



n 振り返り
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これまでの蓄積データに加え、新
たに取得するデータを部分的に
オープン化し、様々な業種・業態
のプレイヤーがデータを活⽤できる
ような環境を構築します。

項⽬

データのオープン化

狙いと主な活動評価 結果
観光統合データについてAPIを開発
し、令和６年１⽉に公開を⾏いま
した。
来年度の展開に向け、⼤学や外部
IT企業コミュニティが検討を開始し、
DX推進の基盤ができました。

広域連携や新サービスへの提供
等を展開することでマネタイズモデ
ルを構築し、次年度以降の事業
継続性の基礎をしていきます。

マネタイズモデルの構築
本マップのおおむねのランニングコス
トを算出し、持続化に向けて、マネ
タイズを⾏う定量的⽬安を把握した。

5. 実証3：データのオープン化
3.実証事業

⼯夫点、苦労した点
・関係事業者と各データの利⽤権利関係を整理し、オープン化を⾏うことができました。
・データ活⽤、マネタイズモデル構築について、⼤学や外部IT企業コミュニティと対話を開始した段階のため、来年度よ
り具体イメージを詰めて、実現化します。
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4.総括



観光デジタルマップ
（WEBサイト）の利⽤者数

11,650⼈/⽉の利⽤者
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11⽉時点 1,929⼈
12⽉時点 6,985⼈
  1⽉時点 8,751⼈

実証内容

箱根観光デジタルマップの構築

結果

KGI

⽬標 ⾴

実証1
P.27

Googleビジネスプロフィール
の登録事業者数（飲⾷店）
全体の６割程度の登録

対象事業者の48％が登録
91事業者登録/全191事業者
（5事業者増）

Google Map機能の
最⼤限の活⽤

実証2
P.32

オープンデータを活⽤した新たなサービス
を箱根内だけでなく幅広い業種・地域
でも連携してDXを推進する。

観光統合データについて、令和６年
１⽉に公開し、関⼼事業者が検討を
開始しました。

データのオープン化実証3 P.39

⽬標値

成果

KPI

4.総括

旅マエ、旅ナカの情報発信による⾏動変容数 296回/⽉

旅マエ、旅ナカの情報発信による⾏動変容数 233回/⽉
※デジタルマップ上での利⽤者のアクション数

1.成果

n 実証事業の総括
• 箱根観光デジタルマップの構築、運⽤により、箱根地域への周遊が促進でき、以下の表の

ように旅⾏者の消費拡⼤につながる⾏動変容（周遊ルート検索、飲⾷店予約、クーポン利
⽤等）が⾒られました。
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地域名

①地域経済の活性化 ②データの活⽤

■実証前
l 慢性的な渋滞による観光満⾜度、周遊性の低

下が課題
l 旅ナカのインタラクティブな情報が⼀元化されてい

ない

2. 箱根町

■実証後
l 観光消費拡⼤、周遊性向上、渋滞緩和につなが

る約300⼈の⾏動変容を、観光デジタルマップに
よって、起こすことができました。※顧客満⾜度の
計測を開始しましたが、現時点では獲得数値が
少なく、引き続き、定量的把握に努めます。

l 各観光・宿泊・交通事業者が、周遊性向上、渋
滞緩和のプラットフォームと認識し、ALL箱根の体
制でマップの運営を進めています。各事業者、従
業員等の評判も良く、顧客への観光案内ツールと
して、利⽤が拡⼤しています。

■実証前
l DMO、各事業者等が有する観光に関するビッグ

データ、オープンデータの活⽤が発展途上

■実証後
l 観光・宿泊・交通事業者等の協⼒の元、多様な

観光各データを収集、統合した観光デジタルマップ
を公開することができました。

l マップは、約1万⼈/⽉の閲覧があり、周遊性、満
⾜度の向上に寄与しました。

l ⼤学やベンチャー企業等が、オープンデータの活⽤
を検討し始めました。来年度の具体サービス展開
につなげていきます。

4.総括

箱根温泉
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5.実施体制



1.体制図
5.実施体制
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・全体企画・総括・実証
・地域内事業者・団体合意形成

箱根DMO
（代表団体）

・渋滞情報の可視化
（交通予測モデルの開発）

㈱⽇⽴システムズ

・デジタルマップ設計・構築
・交通・渋滞情報可視化
・デジタルクーポン
・ガイドツアーマッチング・予約

ランドブレイン㈱

箱根温泉DX推進コンソーシアム

・株式会社ナビタイムジャパン 藤澤
政志⽒
事業設計／公共交通バスの状況可
視化／デジタルマップ等への助⾔

伴⾛コンサルタント

地
域
外
関
係
者

地
域
内
関
係
者

・箱根登⼭バスの状況可視化⼩⽥急箱根ホールディングス㈱
箱根登⼭バス㈱

・伊⾖箱根バスの状況可視化

・各種データ⼀元化設計・分析
・デジタルマップ設計⽀援合同会社トリップラボ

伊⾖箱根鉄道㈱

・駐⾞場の満空情報可視化タイムズ24㈱
（箱根町協定企業）

・飲⾷店混雑可視化
（機器設置、決済データ提供）

・デジタルマップ設計・構築⽀援㈱ピアトゥー

㈱リクルート
（箱根町協定企業）

・交通機関の状況可視化⽀援
・渋滞情報の可視化⽀援㈱バカン

・実証⽀援箱根町



⼯夫した点・⼼がけた点
2019年の台⾵被害等を経て、観光、宿泊、交通、⾃治体（国、県、町）、県警等の多様な事業
者・団体が当DMOを中⼼として、ALL箱根で防災や観光まちづくり、オーバーツーリズムに取り組んできて
おり、本マップ⽴ち上げ、運営においても、ALL箱根の体制で着実に取り組みました。

「①地域経済の活性化」を進めるにあたって主体となって実証事業を推進した⼈材を
紹介します。
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⽒名

写真

プロフィール

箱根DMO 専務理事
佐藤 守 ⽒

㈱リクルートの旅⾏領域「じゃらん」で地域や宿泊施設の営業、
じゃらんNETの⽴ち上げ等を経験。じゃらん営業部⻑、北海
道じゃらん社⻑、リクルートホールディングス総務部⻑を経て
2018年より箱根DMOに出向。専務理事として官⺠⼀体
ALL箱根の実現に向けて、箱根の観光戦略を推進中。

5.実施体制

活動ポイント：交通事業者、宿泊事業者、観光事業者、⾏政といった箱根の多様なステークホル
ダーの合意形成

役割
〇全体企画・総括・実証
〇地域内事業者・団体の合意形成

2. 主体となった⼈材



「②データの活⽤」を進めるにあたって主体となって実証事業を推進した⼈材を紹介します。
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5.実施体制

活動ポイント：観光（宿泊、飲⾷、美術館等）、公共交通、道路交通等の多様な箱根観光に関
するデータの収集及び統合システムの企画、構築

2.主体となった⼈材

⼯夫した点・⼼がけた点
実際のデータの収集にあたっては、各事業者との対話のもと、異なる形式のデータを⼀つに集約すること
に苦労しました。外部ベンダーと連携しながら、各事業者の顔の分かるDMOスタッフや私が、どのデータ
を収集すべきか選択しながら、丁寧に交渉、調整していきました。

⽒名 プロフィール
エンジニアとしてNEC等に勤めたのち、箱根温泉街旅館に転
職。現場の仕事を楽にするツールを⾃作し、BI活⽤やWeb
ページへのAI導⼊等も進める。2019年にトリップラボ合同会
社を設⽴。誰でも簡単に利⽤できるホテル・旅館、エリア向の
ITサービスプラットフォームを開発・⽀援している。

役割
〇各種データの収集、統合
〇デジタルマップの設計・構築

箱根DMO
戦略推進委員会
マーケティング・観光DX担当
原 洋平⽒



⼯夫した点・⼼がけた点
コンソーシアムメンバーならびに箱根のステークホルダーが多種多様であることから、各事業者等との調整
を幅広く⾏い、合意形成を図りました。また、デジタルマップ制作、リリースに滞りが⽣じないよう、ベンダー
と協議しながら迅速なデータ集約・コンテンツ成形を⼼がけて臨みました。

「①地域経済の活性化」「②データの活⽤」を進めるにあたって主体となって実証事業を推進
した⼈材を紹介します。
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⽒名

写真

プロフィール

箱根DMO 
誘客営業部リーダー
鈴⽊ 由佳 ⽒

箱根町内でのラグジュアリーホテル⽴ち上げに参画し、ホテル
経営、観光地経営の基礎を学ぶ。2019年に箱根DMOへ
⼊社。マーケティング、観光DX担当として、箱根の誘客拡⼤
に向けて、渋滞緩和、周遊性向上、各事業者の経営改善
などの課題解決に向けて各戦略、⽅策に取り組んでいる。

5.実施体制

活動ポイント：交通事業者、宿泊事業者、観光事業者、⾏政といった箱根の多様なステークホル
ダーの合意形成

役割
〇各種データの収集、統合
〇地域内事業者・団体の合意形成

2. 主体となった⼈材
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「 ①地域経済の活性化」 「②データの活⽤」を進めるにあたって主体となって実証事業を推
進した⼈材を紹介します。

5.実施体制

活動ポイント：観光（宿泊、飲⾷、美術館等）、公共交通、道路交通等の多様な箱根観光に関
するデータの収集及び統合システムの企画、構築及び、システムの普及啓発

2.主体となった⼈材

⼯夫した点・⼼がけた点
箱根内のこれまでのネットワークを活かし、多くの地域内事業者に、事業概要、⼿順を丁寧に説明し、
本事業を地域⼀体で取り組む体制づくりを進めました。プレスリリース、地域内での普及チラシの作成・
配布、各事業者とのwebサイト連携など、地域内外に地道に、着実な普及啓発を進めています。

⽒名 プロフィール
全国各地で、観光、農⼭漁村活性化、地⽅創⽣に関するビ
ジネス事業、コンサルに従事。2015年より箱根の観光地経
営に参画、DMOの⽴ち上げ、運営に従事。近年は、IoTを
活⽤した渋滞緩和、周遊性促進⽅策や、各事業者へのDX
の普及啓発を担当。

役割
〇地域内事業者・団体の合意形成
〇デジタルマップの設計・構築

箱根DMO
戦略推進委員会
マーケティング・観光DX担当
上原望⽒
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「②データの活⽤」を進めるにあたって主体となって実証事業を推進した⼈材を紹介します。

5.実施体制

活動ポイント：AIカメラで収集したデータを元に渋滞情報を可視化。数時間後の交通予測モデルを
開発・構築

2.主体となった⼈材

⼯夫した点・⼼がけた点
これまで対応してきた箱根内の⾞流分析の知⾒と箱根が有するデータを元に、機械学習を⽤いた交通
予測モデルを構築しました。時間帯別の通過⾞両台数・曜⽇・天候など混雑するルート毎の関連性を
関係者と精査し、渋滞情報の可視化を実現しました。

⽒名 プロフィール
インフラエンジニアとして各種プロジェクトに参画。
近年はAIカメラ、５G、XRなどの新規事業サービス⽴ち上げに
従事しながら観光DXによる地域課題解決のための提案や観
光地域での実証事業等を推進中。

役割
〇渋滞情報の可視化（交通予測モデルの開発）

⽇⽴システムズ
ビジネスサービス事業部
渋滞予測モデル開発担当
⽥辺弘樹⽒
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6.おわりに



今年度、箱根観光デジタルマップとして、基礎的な機能を搭載し、公開することができました。新聞を中
⼼に各メディアに取り上げられ、関⼼の⾼さがうかがえました。宿泊・観光・交通の各事業者が、マップリ
リース後、周遊性向上・渋滞緩和の⼀⼤プラットフォームと改めて認識しており、引き続き協働して、マッ
プの機能拡張、普及啓発を続け、利⽤者の拡⼤、満⾜度を⾼め、周遊性向上・渋滞緩和に⼀層つな
げていきます。
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6.おわりに

その①箱根DMOの財源の⾃⽴化（ランニングコスト）
・利便性を損ねないように機能を拡張
・マネタイズ・広告モデルを構築し、持続性・継続性(例）インフルエンサー（インバウンドも含め）が回ったルート等をリンクさせる

その②カスタマーが旅ナカでより活⽤できるUI/UXの向上
・利便性を損ねないように機能を拡張
・地域内外の普及啓発の継続

その③防災関連情報の充実
・観光周遊や渋滞緩和だけでなく、防災に関する情報も搭載しており、将来的には平時だけでなく、有事にも活⽤

できるマップに発展

＜体制＞
・箱根DMO、⼩⽥原箱根商⼯会議所、箱根温泉旅館協同組合の各会員との連携の強化
・広域連携（⼩⽥原、静岡⽅⾯等）

＜ロードマップ＞

サイト公開
オープンデータ公開

サイト運営・⾃⽴化モデル構築
オープンデータ活⽤サービス試⾏

サイト運営の持続化
広域連携

オープンデータ活⽤サービス展開

令和5年度 令和6年度 令和7年度以降


